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私の身長は１３０センチメートル。髪の毛の長さも１３０センチメートル。「ラプンツェル」の長い

髪にあこがれて、生まれて一度も切ったことのない髪は身長と同じ長さ、床につくまでのびました。

あるときテレビ番組で、子どもの頃から髪の毛が抜けてしまう病気があること、そんな子たちのため

に髪を寄附
き ふ

できるヘアドネーションというシステムがあることを知りました。寄附には３１センチメー

トル以上の長さが必要だけれど、私ならできるな、と思った記憶があります。

4 年生の頃に、『３１センチの約束』という本を読みました。本の主人公は友達が白血病になったこと

をきっかけに、髪をのばしプレゼントすることを決めたのです。バレーボールの強化メンバーになれな

くても、周りからいじめられても、友達のために自分の髪をのばして贈ることをつらぬきました。そん

な姿に感動し、私も髪を寄附しようという思いが強くはっきりしました。

１０年間ものばし続けてきた髪です。三つ編みを何度か折り曲げてまとめていたので、水泳帽子が入

らず困ったり、友達から「変な髪型だね。」と言われて悲しかったこともありました。髪を洗うのも、

乾かすのも時間がかかり、自転車に髪がからまって切れたこともあり、とても大変でした。

そんな思いをしながら大切にのばしてきた髪を、誰かのためにばっさり切ってしまうなんて考えられ

ませんでしたが、昨年、「小さな親切」作文を書いたことも、髪の寄附を決心した理由の一つでした。

家族に対して小さな親切ができたことをきっかけに、周りの人に対しても親切ができる人になりたい、

と作文に書きました。

私が寄附した髪で、病気で困っている世界の誰かを笑顔にできるなんて、想像しただけでうれしくな

ります。これは、ものすごく大きな親切に違いない、とも思いました。

どうやって髪を寄附するのか。どんな人がウイッグを必要としているのか。ウイッグができあがるま

での工程など、たくさん調べて一冊のノートにまとめました。ヘアドネーションのことを勉強していく

中で、私のおばあちゃんも白血病で髪を失い、辛い闘病生活を送ってきたこともわかりました。気持ち

がわかるおばあちゃんだからこそ、髪を寄附するのは勇気がいることなのに、良く決心したとほめてく

れました。涙が出そうなくらい、うれしかったです。

髪を切る日、テレビの取材を受けました。一つのウイッグを作るのに、２０人以上の髪が必要だとわ

かったからです。私がテレビでヘアドネーションを知ったように、取材を受けることで、髪を寄附する

という親切の輪が広がってくれるといいな、と思いました。

映像は一生残るし、批判されることも多い。辛い思いをするかもしれない覚悟
か く ご

もしての決断でしたの

で、迷いはありませんでした。髪を寄附した様子は「YouTube
ユ ー チ ュ ー ブ

」でも配信され、今では 100 万回以上の

再生数。この映像を見てくれた人たちが、きっと何かの形で親切の輪をつなげてくれて、大きな大きな

親切の輪になってくれることを信じています。


